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栽
培
技
術
と
品
種
改
良
に
よ
り
、

国
内
で
は
米
の
生
産
量
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
本
県
で
も
生
産
調
整
に

よ
る
「
減
反
」
政
策
が
実
施
さ
れ

た
昭
和
４５
年
、
県
内
で
も
有
数
の

米
の
産
地
で
あ
る
大
雄
村
に
、
県

よ
り
土
地
・
気
象
条
件
の
適
し
た

転
作
作
目
と
し
て
「
ホ
ッ
プ
」
栽

培
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ッ
プ
は
ク
ワ
科
の
多
年
草
で
、

松
か
さ
状
の
実
に
芳
香
と
苦
味
が

あ
り
、
ビ
ー
ル
の
香
味
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
。 
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。 

稲
作
に
対
す
る
期
待
や
意
欲

が
強
か
っ
た
当
時
の
農
家
に
と
っ

て
、
転
作
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
た

と
は
い
え
、
未
知
の
作
物
へ
の
不

安
や
施
設
・
設
備
投
資
へ
の
多
額

の
負
担
な
ど
か
ら
、
栽
培
開
始
は

大
き
な
決
断
と
な
り
ま
し
た
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開
始
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大
き
な
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と
な
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ま
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。 

し
か
し
、
稲
作
に
お
い
て
も
高

い
技
術
力
を
持
っ
て
い
た
同
地
域

の
農
家
は
、
そ
の
勤
勉
さ
と
熱
意

で
、
戦
前
か
ら
ホ
ッ
プ
栽
培
に
取

り
組
ん
で
き
た
福
島
県
会
津
地
方

や
山
形
県
上
山
地
方
を
参
考
に
、

次
第
に
稲
作
一
辺
倒
の
農
業
か
ら

ホ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経

営
へ
と
意
識
を
変
え
て
い
き
ま
し
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昭
和
４６
年
５
月
、
宮
田
地
区
中

島
、
田
根
森
地
区
野
崎
の
２
箇
所

た
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５
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宮
田
地
区
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島
、
田
根
森
地
区
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崎
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２
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ホップの収穫作業風景（上）と実った

ホップ果実（左）（写真提供：大雄村）

稲稲
作作
生生
産産
調調
整整
開開
始始
のの
翌翌
昭昭
和和
４４６６
年年
、、
米米
のの
優優
良良
産産
地地
大大
雄雄
村村
にに
転転
作作
作作
目目
とと
しし
てて
導導
入入
ささ

れれ
たた
「「ホホ
ッッ
ププ
」」。。
未未
知知
のの
作作
物物
へへ
のの
挑挑
戦戦
かか
らら
３３００
年年
、、
栽栽
培培
農農
家家
のの
弛弛
まま
ぬぬ
熱熱
意意
とと
、、
県県
・・村村
・・契契

約約
メメ
ーー
カカ
ーー
のの
支支
援援
にに
よよ
りり
、、
国国
内内
でで
もも
有有
数数
のの
優優
良良
ホホ
ッッ
ププ
産産
地地
とと
しし
てて
定定
着着
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

  
歴歴
史史
的的
転転
作作
事事
業業
開開
始始
かか
らら
定定
着着
・・
主主
要要
生生
産産
地地
へへ
（（
大大
雄雄
村村
））  



１ｃｍ弱の「ケバナ」と呼ばれるホップの花 

で
そ
れ
ぞ
れ
２
ｈａ
ず
つ
の
育
苗

棚
が
建
て
ら
れ
、
棒
苗
の
植
え
付

け
に
よ
り
、
転
作
作
目
と
し
て
初

め
て
苗
の
養
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

同
月
、
組
合
員
数
５１
名
、
棚
面

積
１３
．
７８

ｈａ
（
水
田
面
積
１５
．

７１

ｈａ
）
を
包
括
す
る
「
大
雄
村

ホ
ッ
プ
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
ホ
ッ
プ
栽
培
に

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

取

 

稲
作
転
換
促
進
事
業
に
よ
り
棚

が
完
成
、
土
壌
改
良
費
と
の
事
業

費
の
半
分
は
借
入
金
で
し
た
。
安

定
を
求
め
る
農
業
の
風
潮
の
中
、

若
手
耕
作
農
家
た
ち
だ
か
ら
こ
そ

成
し
得
た
挑
戦
で
し
た
。 

  

５０
年
代
の
急
激
な
増
反
と 

病
害
、
天
災
と
の
戦
い 

 

昭
和
５０
年
代
に
入
る
と
、
秋
田

県
ホ
ッ
プ
組
合
連
絡
協
議
会
の
結

成
に
参
加
、
組
合
と
し
て
も
栽
培

開
始
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
ホ
ッ

プ
祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
５３
年
に
は
村
の
実
験

農
場
に
も
ホ
ッ
プ
が
導
入
さ
れ
、

翌
５４
年
か
ら
は
田
根
森
第
２
、
第

３
支
部
、
八
柏
支
部
、
隣
接
す
る

横
手
市
の
黒
川
支
部
が
次
々
に
発

足
し
、
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
６２
年
に

は
組
合
員
数
１
３
３
、
耕
作
面
積

６１
．
７９

ｈａ
に
ま
で
拡
大
し
、
収

穫
施
設
も
６
箇
所
へ
と
増
設
さ
れ

し
た
。 

ま

 

村
で
も
、
基
幹
産
業
の
一
翼
と

し
て
村
民
全
体
で
ホ
ッ
プ
栽
培
を

支
援
す
る
体
制
を
構
築
、
５６
年
に

は
ホ
ッ
プ
を
「
村
の
花
」
に
制
定

す
る
な
ど
、
定
着
に
努
め
て
き
ま

た
。 

し

 

し
か
し
、
農
場
で
は
ホ
ッ
プ
の

病
気
で
あ
る
矮
化
病
や
そ
の
他
の

病
害
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
撲
滅
対
策
は
５０
年
代
後
半

ま
で
続
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
５６
年
に
は
台
風
１５
号

の
影
響
に
よ
り
棚
が
壊
滅
的
被
害

を
受
け
、
耕
作
面
積
の
増
加
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
収
穫
数
が
半
減
し

た
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
試
練
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、
当

地
で
は
、
共
同
防
除
や
指
導
員
会

制
度
と
い
っ
た
独
自
の
体
制
に
よ

り
難
局
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。 

 

生
産
最
盛
期
か
ら 減
反
・
廃
作
へ 

  

全
戸
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
（
株
）
の

契
約
栽
培
と
な
っ
て
い
る
当
地
で

は
、
組
合
員
数
、
面
積
共
に
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
６０
年
代
前
半
以
降
、

生
産
調
整
、
価
格
引
き
下
げ
が
開

始
さ
れ
る
一
方
、
組
合
員
の
熱
意

に
よ
り
、
専
門
農
協
「
大
雄
ホ
ッ

プ
農
業
協
同
組
合
」
が
誕
生
し
ま

た
。 

し

 

し
か
し
な
が
ら
、
後
継
者
不
足

に
よ
る
農
業
空
洞
化
に
は
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
平
成
１２
年
度
の
組

合
員
数
は
７９
、
作
付
面
積
３７
．

９

ｈａ
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。 

８

 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
ホ
ッ
プ
農
家
で
は
生
産
性
向

上
技
術
の
拡
大
に
努
め
、
管
理
機

等
省
力
化
の
た
め
の
設
備
の
導
入

や
、
良
品
質
ホ
ッ
プ
の
安
定
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
豊
作
と

な
っ
た
昨
年
度
は
、
単
位
収
量
で

は
過
去
最
大
の
平
成
元
年
に
次
ぐ

１０
ａ
当
た
り
２
３
７
ｋｇ
を
記
録

し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
産
比
率
が

１０
％
を
割
る
ホ
ッ
プ
に
あ
っ
て
、

輸
入
品
よ
り
も
高
い
等
級
を
示
す

良
品
を
多
く
生
産
す
る
ほ
か
、
契

約
メ
ー
カ
ー
の
手
厚
い
保
護
政
策

も
あ
り
、
安
定
し
た
収
入
を
農
家

に
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

早出（早稲）種（左）と遅出種（右）。成長が大きく違う

 

村
の
目
指
す
総
合
的 

 

地
域
農
業
へ
の
取
り
組
み 

 

大
雄
村
で
は
こ
れ
ま

で
、
む
ら
づ
く
り
の
重

点
施
策
と
し
て
「
ハ
イ

テ
ク
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
」
を
指
針
と
し
、
大

区
画
圃
場
整
備
事
業
や

農
地
集
約
化
等
を
積
極

的
に
行
い
、
主
要
農
産

物
で
あ
る
稲
作
を
は
じ

め
戦
略
作
目
等
の
総
合

的
農
業
振
興
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
屈
指
の
優

良
農
業
地
域
を
さ
ら
に

時
代
に
即
し
た
形
で
具

現
化
し
よ
う
と
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、「
村
の
顔
」
に
ま

で
定
着
し
た
ホ
ッ
プ
を
重
要
作
目

と
し
て
認
識
し
、
今
後
も
維
持
・

発
展
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

県
内
の
他
産
地
で
あ
る
大
館

市
・
太
田
町
と
比
較
し
て
も
規

模
・
収
量
と
も
に
上
回
る
大
雄
村

の
ホ
ッ
プ
棚
は
、
村
内
に
散
在
し

独
特
の
風
景
を
作
り
出
し
て
い
ま

す
。
勤
勉
な
農
業
生
産
者
に
関
係

各
機
関
・
契
約
メ
ー
カ
ー
ら
が
強

力
に
支
援
し
合
い
、
特
色
あ
る
農

業
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
田
園
風
景
を
形
成
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。 

 

「ホップワーカー」を使った管理作業の様子 


